
 

 

 

 

 

 

教師と生徒の温かい人間関係、人格的な触れ合いを通して情操の 

陶冶を図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 

 

○ 家庭や地域の中で、「おはようございます」「行ってきます」「ありがとう」「ただ

いま」などの挨拶が行き交うように心掛けましょう。 

○ 地域の行事に子どもたちを参加させ、地域ぐるみで子どもたちを育てる意識をも

ちましょう。 

○ 学校で行われる授業公開、学校行事などに参加し、学校での子どもたちの様子を

知り、子どもたちの良いところを褒めるようにしましょう。 

＜１年生では＞ 

○ 集団生活を通し、真の友情を育て、道徳的心情に触れる。 

＜２年生では＞ 

○ 相手を思いやり、真の幸福をめざす態度を身に付ける。 

＜３年生では＞ 

○ 社会、国家の一員としての自覚を高め、充実した生き方を追究する。 

【地域の人材を学校へ】 

コミュニティ講座(年２回)で、地域の方を講

師としてお招きし、活動を通して交流を深めて

います。 

 

【「読み物道徳」から「考える道徳」へ】 

子どもたちが討論などを通じて自分で課題の解決

を探る学習手法を導入し、教材を読むことが中心の

形式化した従来の授業から脱却を図っていきます。 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 


